
､
ぷ･

r

　

.

1

･

*

_

,

　

　

i

･

I

 

･

I

一

サ

整

ノ

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
二
首
八
十
四
条
第
完
の
規
定
に
よ
り
､

倉
書
市
外
九
か
町
村
畜
産
物
処
理
流
通
改
善
施
設
組
合
を
次
の
規
約
に
よ
か
設
立
し
た
い
の
で
､

同
法
撃
盲
.
九
十
条
の
規
声
に
よ
り
､
本
筈
会
の
議
決
を
求
め
る
O

昭
湘
四
十
四
年
三
月
十
五
日

三
朝
町
長
′

昭
和
四
袷
賢
春
用
義
弐
日
療
嚢
可
決

坂

　

　

出

･

雅

､

巳

i
.
二
三
-
紘
.
.
t
L
甲
〆
呈
示
　
′
･

A
l
.
三
.
L
.
 
･
･
]
･
.
.
:
､
弘

.

.

.

/

1

　

　

.

.

 

I

.

.

,

I

 

I

=

.



㌔.#ー

p,矧u

第
一
葦

第
二
章

第
三
章

第
四
葦

第
五
牽

㌦
ニ

　

ー

-

･

･

倉
吉
市
外
九
か
町
村
畜
産
物
処
理
流
通
改
革
施
設
組
合
規
約

n
日

釈

総

　

　

則

(

第

1

条

1

第

四

条

)

組
令
の
議
会
(
第
五
条
-
第
七
柴
)

執
行
機
関
　
(
第
八
条
-
霧
十
一
条
)

財

.

蘇

(

第

三

姦

-

第

十

三

条

)

そ
　
の
　
他
　
(
窮
十
四
粂
)

第
一
葦

負

(
名
称
)

節
義
　
こ
の
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の
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す
る
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